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》

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
児
童
虐
待
へ
の
法
的
対
応

池
谷
　
和
子

一
　
は
し
が
き

　

平
成
二
四
年
九
月
に
は
東
京
に
お
い
て
、
四
一
歳
の
実
母
が
五
歳
の

三
男
の
手
足
を
紐
で
縛
っ
た
上
、
頭
と
足
の
両
方
か
ら
ゴ
ミ
袋
を
か
ぶ

せ
て
閉
じ
込
め
、
意
識
不
明
の
重
体
に
さ
せ
る
と
い
う
児
童
虐
待
事
件

が
発
生
し
た
。
ま
た
そ
の
翌
月
に
は
広
島
に
お
い
て
、
二
八
歳
の
実
母

が
一
一
歳
の
長
女
に
対
し
、
頭
部
や
腹
部
等
を
殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
す

る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
、
後
頭
部
の
く
も
膜
下
出
血
と
脳
挫
傷
に
よ
る

出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
死
亡
さ
せ
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。

　

最
近
で
は
日
本
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
児
童
虐
待
事
件

が
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
平
成
二
四
年
一
年
間
に
犯
罪
と
し

て
検
挙
さ
れ
た
児
童
虐
待
事
件
は
、
前
年
比
二
二
・
九
％
増
の
四
七
二

件
、
被
害
児
童
者
数
は
前
年
比
一
九
・
六
％
増
の
四
七
六
人
と
過
去
最

多
で
あ
っ
た
こ
と
が
平
成
二
五
年
三
月
七
日
の
警
察
庁
の
発
表
に
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
児
童
虐
待
お
よ
び
福

祉
犯
の
検
挙
状
況
等
」）。
さ
ら
に
、
行
政
機
関
で
あ
る
児
童
相
談
所
に

お
い
て
児
童
虐
待
と
し
て
対
応
さ
れ
た
事
例
も
平
成
二
三
年
の
一
年
間

で
五
万
九
九
一
九
件
と
統
計
を
と
り
始
め
た
平
成
一
二
年
以
降
の
過
去

最
多
で
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
状
態
が
続
い
て
い
る
（
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
児
童
虐
待
の
現
状
」）。

　

日
本
で
児
童
虐
待
防
止
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
平
成
一
二
年
と
ご
く

最
近
の
事
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
児
童
虐
待
が
社
会
に
広
く

知
ら
れ
、
法
的
対
策
が
取
ら
れ
始
め
る
の
は
今
か
ら
五
〇
年
も
昔
、

一
九
六
二
年
ア
メ
リ
カ
小
児
科
医
学
会
の
「
被
虐
待
児
症
候
群
」
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
ア
メ
リ
カ
医
学
会
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
小
児

科
医
ヘ
ン
リ
ー
・
ケ
ン
プ
ら
の
同
名
の
論
文
か
ら
で
あ
る
（H

enry 

K
em

pe et. al., T
he Battered-child syndrom

e, 181J.A
.M

.A
. 17-24

（1962

））。
そ
れ
か
ら
世
界
に
先
駆
け
て
親
に
よ
る
児
童
虐
待
を
認
識

し
、
対
策
を
始
め
た
ア
メ
リ
カ
で
は
あ
る
が
、
五
〇
年
が
経
過
し
た
現

在
に
お
い
て
も
児
童
虐
待
の
通
告
件
数
は
概
ね
増
加
を
続
け
て
お
り
、

沈
静
化
傾
向
に
さ
え
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
背
後
に
は
、
多
く
の
家

族
が
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
実
際
に
虐
待
が
増
加
し
て
い
る
の
と
同
時

に
、
虐
待
防
止
法
制
度
自
体
に
も
増
加
の
要
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
児
童
虐
待

の
状
況
と
、
虐
待
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
法
的
対
策
、
そ
の
対
策
か

ら
さ
ら
に
様
々
な
問
題
が
生
じ
た
点
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
て
い
こ
う

と
思
う
。

二
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
現
状

　

ア
メ
リ
カ
の
児
童
虐
待
の
現
状
は
、
日
本
よ
り
も
か
な
り
酷
い
状
況

に
あ
る
。
最
新
の
二
〇
一
一
年
度
に
お
け
る
統
計
に
よ
れ
ば
、
全
米
で

六
二
〇
万
人
の
子
供
達
に
関
す
る
三
四
〇
万
件
の
虐
待
の
通
告
が
各
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州
の
行
政
機
関
で
あ
る
児
童
保
護
機
関
に
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
正
式
に
受
理
さ
れ
た
の
は
約
二
〇
〇
万
件
、
児
童
保
護
機
関
に

よ
る
調
査
の
結
果
、
虐
待
の
兆
候
あ
り
と
さ
れ
た
子
供
の
数
は

六
七
万
六
五
六
九
人
で
あ
る
（U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

u-

m
an Services, Child Bureau, Child M

altreatm
ent 2011 

（2013

））。

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
人
口
比
が
２
：
１
と
考
え
て
も
、
同
年
の
日
本
の

五
万
九
九
一
九
件
と
は
桁
違
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
虐
待
の
結
果
死
亡

し
た
子
供
の
数
が
二
〇
一
一
年
度
に
は
一
五
七
〇
人
（
日
本
に
お
い
て

の
虐
待
死
数
は
平
成
一
五
年
以
降
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
年
間
二
五
人

～
七
八
人
程
度
で
あ
る
。）
と
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
毎

日
四
人
以
上
の
子
供
が
虐
待
に
よ
り
殺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
計
算
に
な

る
。

　

児
童
虐
待
の
形
態
と
し
て
は
、
日
本
と
同
様
に
、
身
体
的
虐
待
、
ネ

グ
レ
ク
ト
、
心
理
的
虐
待
、
性
的
虐
待
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
最
近
で
は
必
要
な
医
療
を
受
け
さ
せ
な
い
と
い
う
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ネ
グ
レ

ク
ト
を
通
常
の
ネ
グ
レ
ク
ト
と
は
別
形
態
と
し
て
分
類
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
。）　

し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
は
身
体
的
虐
待
三
六
・
六
％
、
ネ
グ

レ
ク
ト
三
一
・
五
％
、
心
理
的
虐
待
二
九
・
五
％
、
性
的
虐
待
二
・
四
％

な
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
ネ
グ
レ
ク
ト
が
七
八
・
五
％
と

圧
倒
的
で
、
身
体
的
虐
待
一
七
・
六
％
、
性
的
虐
待
九
・
一
％
、
心
理
的

虐
待
九
・
〇
％
と
い
う
順
番
と
な
っ
て
い
る
。（
確
か
に
、
筆
者
が

二
〇
〇
一
年
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
少
年
裁
判
所
の
職
員
に
対
し
て

行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
、
虐
待
者
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ

る
の
は
貧
し
い
親
が
多
く
、
国
選
弁
護
人
し
か
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う

話
が
出
て
い
た
。）

　

虐
待
の
加
害
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
九
三
・
四
％
、
ア
メ
リ
カ

八
一
・
二
％
と
ど
ち
ら
も
親
の
割
合
が
非
常
に
多
い
。
日
本
で
は
実
父

母
の
割
合
も
高
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
離
婚
率
が
非
常
に
高
く
、
実
の

両
親
と
暮
ら
し
て
い
な
い
子
供
も
多
い
の
で
、
少
な
く
と
も
最
新
の
発

表
に
お
い
て
は
、
実
の
両
親
の
割
合
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

虐
待
の
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
虐
待
類
型
を
占

め
る
割
合
の
違
い
や
年
齢
の
区
切
り
の
違
い
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で

は
三
歳
未
満
二
五
・
七
％
、
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
一
九
・
六
％
、
六
歳
か

ら
八
歳
ま
で
一
六
・
四
％
、
九
歳
か
ら
一
一
歳
ま
で
一
三
・
七
％
、
一
二

歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
一
二
・
九
％
、
一
五
歳
か
ら
一
七
歳
ま
で

一
〇
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。（
日
本
で
は
三
歳
未
満
一
九
・
二
％
、
三

歳
か
ら
学
齢
前
二
四
・
〇
％
、
小
学
生
三
六
・
二
％
、
中
学
生
一
三
・

六
％
、
高
校
生
七
・
〇
％
）

　

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
は
日
本
に
は
な
い
人
種
の
問
題
も
存
在
す

る
。
虐
待
さ
れ
た
子
供
の
数
か
ら
す
れ
ば
白
人
四
五
・
七
％
、
黒
人

二
二
・
二
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
一
五
・
七
％
と
続
く
が
、
一
〇
〇
〇
人

あ
た
り
の
虐
待
発
生
率
は
、
黒
人
一
四
・
三
人
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
八
・
六

人
、
白
人
七
・
九
人
で
あ
り
、
黒
人
の
発
生
率
が
非
常
に
高
い
。
こ
れ

に
は
、
児
童
虐
待
の
発
生
要
因
の
一
つ
と
し
て
貧
困
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
上
に
、
虐
待
類
型
と
し
て
も
ネ
グ
レ
ク
ト
が
多
い
の
で
、
貧
困
家
庭

割
合
の
多
い
黒
人
家
庭
に
虐
待
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
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こ
と
、
ま
た
、
黒
人
は
非
嫡
出
子
の
割
合
が
多
い
の
で
、
一
人
親
家
庭

で
育
て
て
い
る
割
合
が
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
子
供
に
対
し
て
も
目
が
行
き

届
き
に
く
く
な
り
、
さ
ら
に
ス
ラ
ム
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
薬
物
に
も
汚

染
さ
れ
や
す
く
な
る
と
解
釈
で
き
る
（
拙
著
『
ア
メ
リ
カ
児
童
虐
待
防

止
法
制
度
の
研
究
』（
樹
芸
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。

三
　
児
童
虐
待
へ
の
法
的
対
応

　

ア
メ
リ
カ
は
連
邦
制
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
児
童
虐
待
防
止
に
関
す

る
主
体
は
各
州
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
各
州
に
お
け
る
児
童
保
護
機
関
の

名
称
も
異
な
っ
て
く
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
児
童
虐
待
に
対
応

す
る
各
州
の
法
的
な
仕
組
み
は
、
大
枠
で
捉
え
れ
ば
ど
の
州
も
似
て
い

る
部
分
が
多
い
。
何
故
な
ら
、
連
邦
議
会
に
は
「
歳
出
権
限
」
が
あ

り
、
連
邦
議
会
は
、
各
州
の
福
祉
を
助
成
す
る
た
め
に
連
邦
の
資
金
を

振
り
分
け
る
と
い
う
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

連
邦
の
定
め
た
制
約
（
連
邦
が
法
律
に
よ
っ
て
定
め
た
児
童
虐
待
に
関
す

る
政
策
等
）
を
守
る
と
表
明
し
た
州
に
の
み
連
邦
資
金
を
供
給
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
児
童
虐
待
か
ら
子
供
を
保
護
す
る
権
限

は
も
と
も
と
州
政
府
に
あ
る
の
で
、
連
邦
に
よ
る
制
約
に
「
ノ
ー
」
と

い
う
こ
と
も
理
論
上
は
可
能
で
あ
る
が
、
実
際
に
「
ノ
ー
」
と
言
っ
て

し
ま
え
ば
、
連
邦
か
ら
の
多
額
の
補
助
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
り
、
実

際
に
は
立
ち
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

各
州
に
お
い
て
は
、
立
法
権
が
児
童
虐
待
対
策
の
法
律
を
策
定
し
、

司
法
権
が
虐
待
・
犯
罪
の
認
定
や
、
虐
待
行
為
や
犯
罪
行
為
が
あ
っ
た

場
合
の
処
遇
や
刑
罰
を
決
定
す
る
。
行
政
権
（
警
察
や
児
童
保
護
機
関
）

は
、
虐
待
の
通
告
を
受
け
、
捜
査
を
し
、
訴
追
を
す
る
。
虐
待
を
犯
罪

と
し
て
扱
う
刑
事
手
続
き
の
場
合
に
は
、
警
察
が
捜
査
を
し
、
刑
事
裁

判
で
あ
る
以
上
、
証
明
の
程
度
も
厳
し
い
（「
合
理
的
な
疑
い
の
余
地
が

な
い
」
程
度
）。
そ
し
て
確
定
す
れ
ば
加
害
者
は
刑
務
所
へ
行
く
訳
で

あ
る
が
、
虐
待
の
加
害
者
は
通
常
は
親
で
あ
る
為
、
親
を
投
獄
す
れ
ば

子
供
達
は
そ
の
兄
弟
を
含
め
て
生
活
を
し
て
い
か
れ
な
く
な
る
。
ま

た
、
刑
務
所
に
は
虐
待
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
存
在
し
な
い
為
、
出
所

し
て
も
更
生
し
な
い
ま
ま
子
供
達
の
と
こ
ろ
へ
戻
り
、
再
び
虐
待
を
始

め
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
刑
事
よ
り
も
少
年
裁
判
所
と
児
童
保
護
機
関
を
中
心
と
し

た
民
事
の
児
童
保
護
手
続
き
が
虐
待
対
策
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
児

童
保
護
機
関
の
調
査
部
が
調
査
を
し
、
こ
の
ま
ま
親
元
に
い
れ
ば
子
供

に
危
険
が
及
ぶ
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
子
供
を
里
親
に
預
け
、
少
年
裁
判

所
に
保
護
の
申
し
立
て
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
少
年
裁
判
所
に
お
け
る

裁
判
は
対
審
構
造
で
行
わ
れ
る
。
検
察
官
が
訴
追
を
し
、
加
害
者
（
通

常
は
親
）
と
被
害
者
（
通
常
は
子
供
）
に
は
別
々
に
弁
護
士
が
つ
く
。

手
続
き
は
、
①
一
時
保
護
審
理
（
子
供
を
里
親
へ
保
護
す
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
）、
②
事
実
認
定
審
理
、
③
処
遇
決
定
審
理
、
④
再
審
理
（
処
遇

を
再
吟
味
し
、
処
遇
の
継
続
や
変
更
を
行
う
）、
⑤
最
終
決
定
審
問
（
子
供

を
親
の
元
へ
戻
す
か
、
親
権
剥
奪
し
て
子
供
を
養
子
縁
組
さ
せ
る
か
の
最
終

判
断
を
す
る
）
が
一
連
の
流
れ
と
な
る
。
そ
し
て
子
供
の
福
祉
の
観
点

か
ら
、
時
間
的
に
は
非
常
に
短
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
リ

ノ
イ
州
に
お
い
て
は
①
一
時
保
護
審
理
は
保
護
の
申
し
立
て
の
後
四
八
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時
間
以
内
、
②
事
実
認
定
審
理
は
保
護
の
申
し
立
て
か
ら
二
週
間
未

満
、
③
処
遇
決
定
審
理
は
事
実
認
定
手
続
き
か
ら
三
〇
日
未
満
、
④
再

審
理
は
処
遇
決
定
手
続
き
の
六
ヶ
月
後
、
⑤
最
終
決
定
審
問
は
以
前
に

は
子
供
が
里
子
に
出
さ
れ
て
か
ら
一
八
ヶ
月
以
内
と
い
う
規
定
で
あ
っ

た
が
、
一
九
九
七
年
の
連
邦
法
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
Ａ
法
）
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
州
で
一
二
ヶ
月
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
証
明
の
程
度
は
、
民
事
で
あ

る
か
ら
通
常
は
「
優
越
的
な
証
拠
」
で
足
り
る
が
、
強
制
的
に
精
神
病

院
へ
入
院
さ
せ
る
場
合
や
親
権
剥
奪
の
場
合
な
ど
、
よ
り
慎
重
に
判
断

す
べ
き
場
合
に
は
「
明
確
で
説
得
力
の
あ
る
証
拠
」
が
必
要
と
さ
れ

る
。
処
遇
決
定
が
な
さ
れ
る
と
、
児
童
保
護
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
部
で

は
、
裁
判
所
の
判
断
に
従
っ
て
加
害
者
で
あ
る
親
と
被
害
者
で
あ
る
子

供
に
対
し
、
必
要
な
処
遇
を
行
う
（
親
へ
の
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
子
供
へ

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
）。
さ
ら
に
、
再
審
理
に
よ
っ
て
微
調
整
を
行

い
、
最
終
決
定
審
問
に
よ
っ
て
家
族
を
再
統
合
さ
せ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
親
権
剥
奪
に
よ
っ
て
永
久
に
別
れ
さ
せ
る
の
か
の
判
断
を
行
う
。

（
拙
著
・
前
掲
書
一
四
四
頁
以
下
）

　

ま
た
、
児
童
虐
待
の
発
見
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
は
何
よ
り
通
告
法
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ケ
ン

プ
ら
に
よ
っ
て
親
に
よ
る
子
供
へ
の
児
童
虐
待
が
社
会
に
知
れ
渡
っ

た
一
九
六
〇
年
代
当
時
、
自
ら
の
勢
力
回
復
も
か
け
て
連
邦
児
童
局

が
様
々
な
専
門
家
達
を
集
め
て
草
案
を
作
り
、
各
州
に
お
い
て
も
制

定
す
る
こ
と
を
促
し
た
も
の
が
通
告
法
で
あ
る
（M

onrad Paulsen, 
Child A

buse Reporting Law
s, 67 Colum

. L. Rev. 8

（1967

））。

そ
れ
は
児
童
虐
待
が
家
庭
内
の
閉
ざ
さ
れ
た
ド
ア
の
向
こ
う
で
行
わ

れ
、
発
見
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
家
庭
外
の
人
物
で
虐
待
に
最
も
気
づ

き
や
す
い
医
者
な
ど
の
専
門
家
に
対
し
て
、
児
童
虐
待
と
疑
わ
れ
る
事

例
に
直
面
し
た
場
合
に
は
、
公
的
機
関
へ
の
通
告
を
義
務
付
け
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
六
七
年
ま
で
の
た
っ
た

の
五
年
間
で
す
べ
て
の
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
は
通
告
法
を
制
定
す
る

に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
通
告
法
の
最
大
の
特
徴
は
、
専
門
家
に
対
す
る

（
後
に
、
一
般
の
人
も
任
意
で
は
な
く
通
告
義
務
の
対
象
と
し
て
明
記
し
て

い
る
州
も
あ
る
。）
公
的
機
関
へ
の
強
制
的
な
通
告
義
務
、
そ
れ
を
怠
っ

た
時
の
刑
事
上
・
民
事
上
・
行
政
上
の
罰
則
（
懲
役
、
罰
金
、
免
許
剥

奪
等
）、
反
面
、
実
際
に
は
虐
待
で
な
か
っ
た
時
も
含
め
て
の
刑
事
上
・

民
事
上
の
法
的
責
任
（
名
誉
毀
損
・
損
害
賠
償
義
務
等
）
か
ら
の
免
責
で

あ
る
。
児
童
虐
待
が
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的
な
事
実
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
で
き
る
限
り
効
果
的
に
虐
待
を
発
見
出
来
る
よ
う
に
と
非
常

に
強
行
的
な
法
律
を
完
備
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
問
題
の
拡
大
と
さ
ら
な
る
対
策
へ

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
児
童
虐
待
を
発
見
す
る
通
告
法
に
重

き
を
お
い
て
整
備
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
後
に
様
々

な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
通
告
法
自
体
の
問
題

と
し
て
は
、
①
専
門
家
に
対
し
て
児
童
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
事
例
を
強

制
的
に
通
告
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
は
、
特
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
よ

う
に
親
と
の
信
頼
関
係
が
最
低
限
必
要
と
な
っ
て
く
る
職
種
に
お
い
て

は
国
に
密
告
す
る
事
態
と
な
り
、
仕
事
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
り
、
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②
専
門
家
達
は
免
許
剥
奪
と
な
る
事
態
を
恐
れ
て
、
虐
待
の
可
能
性
さ

え
あ
れ
ば
確
証
が
な
く
て
も
通
告
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
③
法
的
責

任
を
問
わ
れ
な
い
が
故
に
一
般
の
人
々
に
よ
る
無
責
任
な
通
告
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
通
告
法
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
虐
待

か
も
し
れ
な
い
（
し
か
し
実
際
に
は
虐
待
で
は
な
か
っ
た
）
通
告
が
数
多

く
児
童
保
護
機
関
に
押
し
寄
せ
、
本
来
最
も
援
助
が
必
要
で
あ
る
は
ず

の
深
刻
な
虐
待
事
例
に
対
す
る
通
告
に
緊
急
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
以
降
に
な
っ
て
く
る

と
、
無
実
だ
っ
た
親
が
児
童
保
護
機
関
を
提
訴
す
る
事
態
と
な
り
、
児

童
保
護
機
関
は
そ
の
う
ち
に
「
子
供
の
為
に
」
で
は
な
く
「
訴
え
ら
れ

な
い
よ
う
に
」
調
査
を
す
る
と
い
う
姿
勢
へ
と
変
化
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
初
期
の
頃
に
は
虐
待
を
発
見
す
る
こ
と
に
ば
か
り
主
眼
が

置
か
れ
、
そ
の
後
の
手
続
き
の
こ
と
ま
で
よ
く
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

が
為
に
、
児
童
保
護
機
関
は
常
に
人
手
不
足
で
親
の
更
生
ま
で
手
が
回

ら
ず
、
虐
待
を
発
見
し
て
は
子
供
を
里
親
に
預
け
る
と
い
う
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
結
果
、
子
供
達
は
里
親
に
預
け
ら
れ
た
ま
ま
、
長
期

間
里
親
か
ら
里
親
へ
と
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
に
は
里
子

の
数
が
全
米
で
五
〇
万
人
を
超
え
る
事
態
へ
と
発
展
し
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
裁
判
手
続
き
に
お
い
て
は
、
子
供
は
何
度
も
虐
待
さ
れ
た
こ

と
を
証
言
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
心
に
さ
ら
に
傷
を
負
い
、
対
審
構
造
の

為
に
親
の
弁
護
士
は
親
の
利
益
の
み
、
子
供
の
弁
護
士
は
子
供
の
事
の

み
年
頭
に
あ
り
、
お
互
い
を
非
難
す
る
ば
か
り
で
、「
親
子
を
一
つ
の

家
族
と
見
て
ど
う
し
た
ら
上
手
く
い
く
か
」
と
い
う
方
向
に
は
た
ど
り

着
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
が
噴
出
し
て
き
た
こ
と
で
、
ま
ず
、
資
金
不
足
の

問
題
と
し
て
は
、
一
九
七
四
年
に
「
児
童
虐
待
防
止
及
び
処
遇
に
関
す

る
法
律
」
と
い
う
連
邦
法
が
成
立
し
、
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
以
上
の
予
算

を
つ
け
た
こ
と
で
、
以
後
は
多
額
の
資
金
を
投
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
し
か
し
虐
待
防
止
は
時
に
は
親
か
ら
ひ
ど
く
恨
ま
れ
る
大
変

な
仕
事
で
、
職
員
の
離
職
率
も
高
く
、
な
か
な
か
質
の
高
い
職
員
を
確

保
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
。
同
時
に
、
虐
待
防
止
の

一
端
を
担
い
多
額
の
資
金
が
流
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
う
簡
単
に
虐

待
の
数
を
少
な
く
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
虐

待
ビ
ジ
ネ
ス
の
指
摘
も
あ
る
。

　

し
か
し
一
番
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
急
増
し
て
し
ま
っ
た
里
子
に
つ

い
て
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
に
は
「
一
九
八
〇
年
養
子
縁
組
援
助
と
子

ど
も
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
」
と
い
う
連
邦
法
に
お
い
て
、
む
や
み
に

子
ど
も
を
家
庭
か
ら
引
き
離
す
の
で
は
な
く
、
実
親
子
関
係
の
維
持
を

主
軸
と
し
て
虐
待
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
始
め
た
。
し
か
し
、
里
子
数

が
減
り
始
め
て
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
と
思
わ
れ
た
矢
先
の
一
九
八
二

年
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
よ
る
保
険
社
会
福
祉
省
の
人
員
と
予
算
の

三
〇
％
カ
ッ
ト
、
そ
し
て
以
降
の
一
〇
年
間
は
、
景
気
後
退
と
失
業
率

の
上
昇
、
貧
困
の
増
加
、
児
童
虐
待
防
止
法
制
度
の
無
能
さ
に
対
す
る

報
道
が
あ
ふ
れ
、
麻
薬
や
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
の
増
加
等
、
様
々
な
要

因
が
絡
み
合
っ
て
、
結
果
的
に
は
再
び
里
子
の
数
が
増
加
し
始
め
た
。
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そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
一
九
九
六
年
に
は
再
度
五
〇
万
人
を
超
え
、
里

子
期
間
の
長
期
化
と
た
ら
い
ま
わ
し
現
象
も
現
れ
始
め
た
。
そ
こ
で
今

度
は
、
実
親
子
関
係
を
保
護
し
過
ぎ
る
と
い
う
批
判
に
答
え
、

一
九
九
七
年
に
は
、「
一
九
九
七
年
養
子
縁
組
と
安
全
な
家
族
に
関
す

る
法
律
」
と
い
う
連
邦
法
に
よ
っ
て
、
最
終
決
定
審
問
を
こ
れ
ま
で
の

一
八
か
月
か
ら
一
二
か
月
へ
と
短
縮
し
、
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
環
境
（
拷

問
、
遺
棄
、
性
的
虐
待
等
、
そ
の
内
容
は
各
州
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
）
の

場
合
に
は
、
速
や
か
に
親
権
を
剥
奪
す
る
よ
う
に
促
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
里
子
の
数
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
親
権
剥
奪
は
さ
れ
た
も
の
の
養
子
縁
組
出
来
な
い
ま
ま
で
い
る
法

的
に
親
の
い
な
い
子
ど
も
の
数
が
増
加
し
て
来
て
お
り
、
そ
れ
が
更
な

る
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

五
　
む
す
び

　

過
去
五
〇
年
、
ア
メ
リ
カ
は
児
童
虐
待
を
防
止
し
よ
う
と
様
々
な
法

律
を
制
定
し
、
多
額
の
資
金
を
投
入
し
て
き
た
。
し
か
し
、
虐
待
通
告

件
数
は
年
々
増
え
続
け
、
虐
待
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
子
ど
も
の
数
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
精
神
的
に
成
熟
し
な
い
ま
ま
親
と

な
り
、
子
ど
も
よ
り
も
自
己
中
心
の
親
が
増
え
て
し
ま
っ
た
り
、
親
が

孤
立
し
て
し
ま
っ
て
他
人
か
ら
の
援
助
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
失
業
や
貧
困
に
よ
っ
て
親
が
精
神
的
に
参
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

ア
ル
中
や
薬
物
中
毒
の
蔓
延
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
通
告
法
も
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
通
告
が
一
般
の

人
々
を
含
め
て
広
く
義
務
付
け
さ
れ
て
は
い
る
が
、
罰
則
は
な
い
。
罰

則
が
な
い
こ
と
に
効
果
を
疑
問
視
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
に
子
供
に
携
わ
る
専
門
家
達
に
対
し
て
、
虐
待
の
恐
れ
さ
え
あ
れ

ば
通
告
を
義
務
付
け
る
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
虐
待

の
通
告
数
を
益
々
増
加
さ
せ
、
虐
待
し
て
い
な
い
家
庭
ま
で
虐
待
者
で

は
な
い
か
と
疑
わ
れ
調
べ
ら
れ
る
件
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
例
え

ば
、
二
〇
一
一
年
度
に
児
童
保
護
機
関
の
調
査
部
へ
と
回
さ
れ
た
通
告

の
う
ち
、
虐
待
の
痕
跡
が
あ
っ
た
の
は
そ
の
五
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。

五
分
の
四
は
徒
労
に
終
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
来
虐
待
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
注
ぎ
込
む
労
力
が
無
駄
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。

実
際
に
は
虐
待
な
ど
し
て
は
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
を
取
り

上
げ
ら
れ
、
自
分
の
周
辺
を
調
べ
回
ら
れ
て
虐
待
者
と
疑
わ
れ
る
こ
と

で
、
周
囲
に
は
妙
な
噂
を
た
て
ら
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
仕
事
を

失
な
う
場
合
さ
え
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
無
実
の
親
に
よ
る
訴

訟
が
増
加
し
た
事
も
、
決
し
て
理
由
が
な
い
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

児
童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
の
法
制
度
づ
く
り
は
大
変
難
し
い
。
行

政
・
司
法
が
適
切
に
虐
待
家
庭
に
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方

で
、
虐
待
家
庭
を
見
つ
け
出
す
の
に
も
、
最
低
限
と
し
て
機
能
不
全
に

陥
っ
て
い
な
い
家
族
や
子
供
た
ち
を
傷
つ
け
な
い
配
慮
は
必
ず
必
要
と

さ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
虐
待
施
策
に
お
い
て
も
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

は
、
常
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
い
け
や
・
か
ず
こ　

長
崎
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）
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